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田
園
か
ら
楽
し
い
市
づ
く
り

協
同

　

で

『
ム
ダ
の
な
い
農
業
』
へ

新
1
い
む
ら
づ
く
り
の
指
定
に
受
け
た
中
部

地
叔
（
富
田
地
△
）
で
は
、
市
長
を
会
長
に

市
議
会
議
員
、
農
脇
役
は
、
農
業
委
員
、
農

家
組
討
長
、
農
俳
研
究
会
員
、
帽
人
会
0
、

青
年
団
0
、
学
政
経
二
者
な
ど
が
中
心
と
な

っ
て
「
中
部
呻
双
設
川
振
闘
9
議
会
」
が
昨

年
十
月
五
日
に
二
生
卜
ま
し
た
が
、
そ
の
後

こ
白
川
的
達
成
に
畿
多
の
会
へ
目
や
審
議
が
毀

　
0
ら
れ
、
第
一
次
年
度
の
事
業
計
則
案
に
地

ド
民
の
迎
解
と
ゆ
る
八
な
き
協
沢
会
0
の
努

力
と
が
実
I
結
ん
で
、
四
川
宋
に
け
令
工
程

が
完
成
し
て
、
訴
し
い
没
業
へ
の
第
一
歩
が

た
の
ら
し
く
踏
白
二
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
玄

し
か
。

こ
の
ま
脇
議
会
の
I
に
｛
雌
業
生
子

施
設
の
惟
引
、
経
～
二
改
言
、
技

術
の
改
号
友
ド
、
経
回
ら
範
囲
を

拡
げ
生
唯
に
価
を
引
戸
さ
げ
て
辞

し
の
改
号
を
図
る
こ
と
に
ｙ
る
の

で
す
。
≒
一
次
年
暖
‥
I
業
の
主
な

も
の
に
て
農
地
変
姉
分
八
日
ヒ
〇
町

歩
、
農
豹
二
、
三
六
ま
じ
べ
、
水
路

≒
五
〇
米
、
焙
≒
よ
排
水
一
町
歩

社
則
作
業
所
ブ
ゲ
ね
、
川
料
ノ
幣

坤
入
な
～
総
聯
業
費
八
八
万
に
万
二

千
円
の
ド
貪
を
八
i
て
い
I
寸
。

　

あ
る
日
、
川
野
浜
川
即
業
所
を

　

訪
れ
る
と
部
落
の
中
は
ぐ
に
木

　

の
否
大
回
し
い
四
開
に
五
間
い

　

平
屋
が
建
て
ら
れ
て
し
て
中
に

は
岫
カ
モ
ミ
7
リ
機
が
二
☆
、

桔
大
機
が
T
コ
、
員
力
仰
ゲ
ヨ

ウ
機
一
台
、
口
う
打
機
二
台
な

ド
が
す
人
つ
け
ら

礼
て
い
霞
1
た
。

こ
い
ほ
か
1
業
協

闘
組
介
に
は
、
サ

イ
ロ
ワ
ク
、
サ
イ

レ
ー
ジ
カ
ッ
タ
ー

米
ヌ
カ
三
料
機
な

ど
が
あ
二
～
、
こ

の
サ
イ
レ
ー
ジ
ヵ

　
　

ツ
タ
ー
は
一
時
間
に
青
刈
・
飼
料

　
　

で
も
I
ト
ン
ー
ー
ト
ン
半
を
消

　
　

化
す
る
能
力
を
持
つ
と
い
わ
れ

　
　

て
い
ま
す
。

萌
同
9
業
に
ょ
っ
て
こ
の
よ
ら
な

惘
々
の
打
だ
が
は
匹
か
れ
農
業
生

岫
を
削
’
L
、
経
9
が
豊
か
に
な
っ

て
囲
る
い
暮
し
が
作
ら
九
て
い
く

こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
う
い
で
は

市
代
地
の
商
工
業
ず
も
潤
し
、
総

合
的
に
七
市
の
建
言
が
皿
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
守
す
。

〔
写
真
〕
上
は
新
し
い
田
野
協
同

　

作
業
所
。
左
は
サ
イ
レ
ー
ジ
カ

　

ツ
タ
ー
－
飼
料
粉
砕
に
用
い
る
）

力
や
ハ
エ
の
駆
除
は
今
の
う
ち

力
と
ハ
エ
の
季
節
が
や
つ
て
き
ま

し
た
の
で
市
で
は
次
の
と
ア
ル
部

落
ぐ
決
め
特
に
駆
除
に
力
を
い
れ

る
こ
と
に
よ
り
ま
ト
た
。

　

西
山
、
中
狭
、
片
蒲
池
、
富
島

　

新
日
、
上
皿
一
谷
、
坂
戸
、
八
町

　

下
打
波

塵
業
護
展
の
い
し
ず
え
に

新
町
』
都
術
計
画
税

市では、市の交通網を充実

し産業を振興させて理想的

な都市を打ち建てるために

第十九回定例市議会で新た

に都市計画税

が設けられま

した。

税
金
の
使
い
み
ち

こ
れ
は
都
市
計
画
税
の
収
入
に
よ

っ
て
市
街
地
の
道
路
網
を
全
面
的

に
拡
大
充
実
し
、
公
園
緑
地
や
防

災
施
設
な
ど
I
し
万
術
を
美
1
く

整
父
て
心
業
、
観
光
、
商
工
業
だ

ど
の
見
啜
の
基
亡
削
ろ
も
う
で
す

本
年
度
レ
都
巾
計
川
税
は
I
ニ
し
五

十
万
円
か
見
込
惣
れ
て
い
ま
す
が

こ
の
兇
い
み
ち
は
、
荒
子
～
清
水

間
、
中
野
～
水
落
間
に
防
人
川
水

路
二
、
〇
〇
〇
米
の
低
回
、
幹
ぶ

斗
川
排
水
路
半
…
ご
L
五
米
、
言

路
、
じ
開
線
号
長
一
九
六
千
、
影

目
線
号
長
二
五
九
米
、
水
訴
線
ド

大
手
延
長
二
一
五
米
、
こ
の
ほ
か

局
部
改
良
工
事
が
あ
り
ま
す
。
こ

つ
総
額
は
I
、
四
九
〇
万
円
で
、

こ
の
ら
ち
二
五
〇
万
円
の
都
巾
計

白
税
も
ふ
く
之
れ
で
い
ま
す
。

　

こ
の
工
ぷ
に
は
川
庫
福
助
事
業

　

と
巾
の
唯
独
事
業
と
が
ら
り
、

　

口
庫
節
助
事
業
に
つ
い
て
は
工

事
費
の
釣
三
割
な
い
！
七
割
の

栢
助
金
が
あ
り
ま
す
。
市
の
単

独
工
事
費
に
は
都
市
計
画
税
と

一
般
財
源
か
ら
の
経
費
と
が
あ

て
ら
れ
ま
す
。

土
地
、
家
屋
を
持
つ

者
に
課
せ
ら
れ
る

こ
の
税

金
の
納

悦
者
に
は
都
市
計
画
八
域
内
に
土

地
、
家
獣
ぐ
七
つ
で
い
て
固
定
資

皆
税
を
岫
め
て
い
る
古
I
対
象
と

1
、
税
額
は
固
定
資
よ
い
課
税
巴

池
ま
岫
桁
の
子
分
の
二
に
相
当
す
る

額
か
倣
収
I
ま
れ
ま
す
。

　

納
期
は
固
定
資
産
税
と
同
じ

第
一
期
分
は
四
月
一
日
か
ら
同
三

十
日
ま
で
、
第
二
・
期
分
は
七
月
一

日
か
ら
同
三
十
一
日
ま
で
、
第
三

期
分
は
十
二
月
一
日
か
ら
同
二
十

五
日
ま
で
、
第
四
期
分
は
翌
年
二

月
一
目
か
ら
闘
末
日
ま
で
で
す
。

た
茫
し
木
年
度
に
限
り
準
備
の
摺

合
で
お
く
れ
て
い
ま
す
。

課
税
の
対
象
と

な
る
計
画
区
域

　

（
大
野
坤
べ
）
第
一
字
～
十
九
字
ま
で
々
除
く

全
地
籍
（
下
庄
地
区
）
中
野
9
籍
の
う
ち
六
～

十
九
字
惣
で
七
除
く
ヤ
字
、
中
狭
地
籍
の
ヽ
り
ち

五
、
十
九
、
二
十
字
を
除
く
I
字
、
中
荒
井
肺
籍
の
今
字
（
上
庄

ヤ
ト
）
東
中
川
籍
の
う
ち
四
、
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
、
二
十
三

二
十
四
字
一
回
除
く
分
字
（
小
山
順
ド
）
新
庄
地
籍
の
企
字
（
乾
側

リ
ド
）
犬
山
地
籍
の
ら
も
・
赤
根
川
よ
り
東
の
十
七
、
十
八
字
。

風
見
鶏

英
国
は

日
木
の

反
対
を

押
し
き
っ
て
水
爆
実
験
を
や
る
し

米
国
も
I
フ
こ
ヘ
ガ
ス
で
け
に
に
実

験
を
や
り
だ
し
た
。
自
分
で
爆
発

さ
せ
た
死
の
灰
が
、
自
分
の
頭
に

降
っ
て
く
る
事
4
。
ま
じ
め
に
考
え

こ
み
ょ
う
と
し
な
〕
一
回
か
ら
ま

っ
た
く
世
話
は
な
レ
。
ご
の
ご
ろ

の
世
界
の
作
用
を
冷
静
に
考
え
る

と
、
自
分
の
頭
が
変
に
な
っ
た
の

か
と
本
気
で
思
う
こ
と
が
あ
る

▼
先
日
、
あ
る
家
庭
で
こ
ん
な
事

が
あ
っ
た
。
七
の
家
の
イ
タ
ズ
ラ

小
㈲
が
ケ
ン
カ
企
し
て
帰
っ
て
政

だ
。
母
親
が
「
い
っ
も
ケ
ン
カ
ば

か
り
1
て
い
ま
る
。
い
い
か
げ
ん
に

ア
ホ
の
室
ね
に
や
め
な
ご
ト
」
と

や
っ
た
所
、
小
0
に
ず
か
匹
ず
「

ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
で
も
ケ
ン
カ
が

や
め
ら
れ
ん
の
に
、
ぼ
く
ら
だ
け

し
か
る
ナ
」
と
い
っ
た
。
そ
こ
で

母
親
は
「
あ
の
オ
ト
ナ
た
ち
は
ア

ホ
だ
か
ら
、
あ
ん
な
ま
ね
は
し
な

さ
ん
な
」
と
答
え
た
と
い
う
V

「
ア
ホ
な
オ
ト
ナ
の
ま
ね
を
す
ろ

な
」
と
い
わ
な
く
て
も
い
い
時
代

は
い
っ
く
る
だ
ろ
う
か
。
ウ
ソ
、

カ
ッ
パ
ラ
イ
、
ケ
ン
カ
、
偏
見
と

ど
れ
ぐ
み
て
も
オ
ト
ナ
の
世
界
は

子
供
の
ま
ね
て
ほ
し
く
な
い
も
の

で
埋
っ
て
い
る
。
中
に
は
9
面
か

オ
ト
ナ
も
い
る
が
、
ア
ホ
な
オ
ト

ナ
の
蔭
に
か
く
れ
て
見
え
な
い
。

ど
う
か
子
供
に
ま
ね
万
て
ほ
し
い

カ
ジ
＝
イ
オ
ト
ナ
ぽ
か
り
が
ウ
ヨ

ウ
ヨ
し
て
い
る
世
界
に
な
る
よ
う

努
力
し
て
ほ
し
い
。



豊作の祈り託して

　

古人はよく「苗八分作」といいます

が、水稲はなおさら健苗でなければ増

産ば：期待できません。市では年々健苗

育成に力＝1ブを入れ、特に保温折ちゆ

うなわしろの奨励にあたってきました

本年の保温折ちゆうなわしろ面積は二

十万二千五百九十七坪、ビュール育苗

百二十五坪、電熱育苗九百六十三坪と

なっています。農家のみなさんはいま

豊作を祈りつつ一苗一苗を丹念に植え

たことでしょう。市の昨年の収穫高は

八万九千石といわれていますが、本年

はこれ以上の㈲産であってほしいもの

です。

　

さる日、浦井技師を尋ねると「こと

しは苗の発育がよくない割に田植が早

いので今後の発育に十分注意して中耕

除草を早めに行うこと。なお昨年にく

らべて約三割方肥料が多く施されてい

るので追肥についてはニ管及技術員に良

く相談された方が失敗がなくてょい」

と話していました。（五月二十日中

保地籍で）

大正五年（40年前）のワ00円Lま

林けり．t

現
在
全
国
の
山
々
の

材
木
は
年
間
一
億
七

千
万
石
し
か
成
長
し

て
い
な
い
の
に
、
伐

採
量
は
二
億
一
千
万

石
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
（
林
野
庁
の
計
算
）

こ
の
7
ま
で
行
け
ば
遠
か
ら
ず
国
内

の
山
林
は
丸
坊
主
に
な
り
ま
す
。

　

国
土
の
災
害
を
守
り
つ
つ
有
利
な

資
本
を
蓄
積
し
て
い
く
の
が
植
林
で

す
。
そ
こ
で
植
休
は
ど
れ
ほ
ど
有
利

で
あ
る
か
に
つ
い
て
参
考
図
を
か
か

け
、
愛
林
家
の
皆
さ
ん
に
十
分
検
討

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う

た
の
し
い
お
遊
戯

　

増
産
に
も
一
役
、
ぼ
く
ら
の
笑
顔

季節保育所

農
家
の
一
番
忙
し
い
植
付
時

期
、
五
月
は
み
な
手
不
足
で

子
供
の
養
育
は
お
ろ
か
、
い

つ
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
が
ち

で
す
。
こ
の
子
供
に
よ
い
環

境
を
与
え
農
業
生
産
を
高
め
る
た
め

に
毎
年
季
節
保
育
所
を
開
設
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
と
1
は
昨
年
の
十
九

ヵ
所
六
百
二
十
三
人
が
、
二
十
四
カ

所
七
百
七
名
の
盛
況
ぶ
り
を
示
し
こ

の
施
設
の
成
果
を
物
語
っ
て
い
ま
す

五
月
二
十
三
日
、
富
田
地
区
の
川
上

部
落
を
尋
ね
る
と
氏
神
の
境
内
に
は

二
十
人
余
り
の
か
わ
い
い
子
ら
が
輪

に
な
っ
て
、
カ
ゴ
メ
の
遊
戯
に
夢
中

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
日
に
二
回

決
め
ら
れ
た
オ
ヤ
ツ
、
そ
れ
に
日
赤

の
好
意
で
健
康
診
断
も
行
わ
れ
る
な

ど
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
の
こ

と
わ
ざ
の
よ
う
に
、
健
康
と
規
律
生

活
の
う
ち
に
す
く
す
く
と
伸
び
行
く

さ
ま
は
市
の
発
展
の
象
徴
で
も
あ
る

か
の
よ
う
で
す
。

保
母
の
前
さ
ん
は
「
朝
八
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
の
長
い
時
間
に
な

る
の
で
、
い
ま
少
し
施
設
が
欲
し

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
天
気

の
よ
い
日
は
遊
戯
や
シ
ー
ソ
ー
で

雨
の
日
は
色
紙
を
折
つ
た
り
前
さ

ん
の
ア
ユ
ー
デ
ィ
オ
ン
で
一
し
よ

に
歌
っ
た
り
し
て
一
日
一
日
を
楽

し
く
送
っ
て
い
る
と
り
こ
と
で
す

（
そ
よ
風
に
吹
か
れ
て
楽
し
い
お

遊
ぎ
）

市
が
一
千
万
円
を
預
託

中小企業者へ

こ
と
し
ま
た
一
千
万
円
を
大
野

信
用
金
庫
に
預
託
1
市
の
中
小

企
業
者
の
資
金
緩
和
の
た
め
に

融
資
す
る
こ
と
に
な
り
玄
し
た

希
望
者
は
大
野
信
用
金
庫
へ
申

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

方
法
は
遮
転
資
金
二

十
万
円
三
ヵ
月
間
、
設
備
資
金
二
十

万
円
六
ヵ
月
間
、
い
ず
れ
も
日
歩
二

戈
七
厘
の
利
子
で
す
。

　

融
資
預
託
は
こ
と
L
で
二
年
度
目

　

に
あ
た
り
室
す
が
、
昨
年
度
の
預

　

託
金
は
ど
の
よ
ら
に
活
用
さ
れ
て

　

き
た
か
を
調
べ
て
見
室
す
と
、
一

千
万
円
が
七
百
二
十
三
件
に
利
用

さ
れ
、
そ
の
額
は
な
ん
と
九
千
百

四
十
万
九
千
円
と
な
っ
て
生
か
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

こ
れ
は
市
が
一
千
万
円
を
信
用
金

庫
へ
預
託
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
信
用
金
庫
で
は
三
千
万
円
を
融

資
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
こ
の
利
用
者
の
ト
ッ
プ
は

機
業
で
、
百
三
十
三
件
、
二
千
四

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

哨
い
．
．
．
ま
’
．
・
．
ま
．
．
．
ま
・
ま
・
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
’
：
り
J
j
一
考
睨
W
湧
ｙ

。

め
ぐ
ま
れ
に
〃
百
貨
街
〃

　

前
途
あ
か
る
い
横
町
繁
栄
会

　

1
越
の
産
徊
経
済
、
文
化
の
中
心

地
で
あ
る
大
野
は
い
ま
長
い
眠
り
か

ら
さ
め
て
心
行
く
人
々
の
足
取
り
も

活
き
活
き
と
軽
や
か
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
は
四
十
八
億
円
と
い
う
巨

額
を
費
し
て
昭
和
二
十
八
年
に
着
工

し
た
真
名
川
総
合
開
発
事
業
、
こ
れ

に
続
い
て
昨
年
は
越
美
北
線
の
着
工

い
室
ま
た
六
十
数
億
円
と
い
う
県
史

い
ら
い
の
大
工
事
、
電
源
開
発
な
ど

さ
ら
に
こ
の
電
源
開
発
工
事
の
完
成

と
越
美
北
線
の
開
通
と
に
ょ
っ
て
表

日
本
と
裏
日
本
と
を
結
ぶ
北
陸
の
門

戸
と
な
り
、
福
井
県
産
業
経
済
の
中

心
地
と
し
て
の
重
要
な
役
割
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
横
町
通
り
も
都
市
計
画
線
上

に
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
名
は
駅
前
～
清

滝
線
（
注
）
と
あ
っ
て
山
水
の
美
を

誇
る
市
街
観
光
地
と
の
結
び
つ
き
も

あ
つ
て
か
幸
先
を
見
込
ん
で
、
昭
和

三
十
年
十
月
に
は
横
町
繁
栄
会
が
生

れ
ま
し
た
。
こ
の
会
の
会
員
は
六
十

四
名
か
ら
な
つ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

ま
ち
り
時
色
は
聡
て
の
業
腫
が
含
ま

れ
て
、
恵
ま
れ
た
百
貨
街
を
つ
く
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
盛
り
上
る
力
は
や
が
て
会
員

協
同
の
力
と
な
っ
て
結
び
っ
き
、
規

約
が
で
き
、
研
究
会
が
催
さ
れ
時
代

感
覚
と
商
品
販
売
に
つ
い
て
亀
新
案

が
練
ら
れ
、
街
路
燈
が
つ
き
店
舗
が

改
装
さ
れ
て
一
歩
一
歩
新
し
い
街
へ

の
発
展
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
亀
新
市
建
設
の
い
ぶ
き
が

躍
動
し
て
い
る
の
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。

（
注
）
国
鉄
新
駅
前
よ
り
清
滝
に
至

　

る
都
市
計
呵
路
線
で
市
街
地
を
横

　

断
す
る
。
観
光
、
産
業
面
に
持
つ

　

没
割
は
大
き
い
。

日に日に新装の横町商店街



金
の
う
た
銀
の
う
た
な
ど

市
祭
の
行
事
き
ま
る

金
森
長
近
公
祭
実
行
委
員
会
は
五
月
二
十
七
日
午
後
、
商
工
会
議
所

で
開
か
れ
、
市
あ
げ
て
の
こ
の
お
祭
り
に
つ
ぎ
の
と
お
り
盛
り
沢
山

な
行
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
祭
の
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
カ
ツ
ユ
内
は
場
所
）

六
月
二
十
八
日
△
夜
＝
の
ど
自
慢

　

予
選
、
漫
才
、
金
の
歌
銀
の
歌

　

（
下
庄
、
乾
側
小
学
校
）

同
二
十
九
日
△
夜
＝
の
ど
自
慢
予

　

選
、
漫
才
、
金
の
歌
銀
の
歌
（
小

　

山
、
上
庄
小
学
校
）

同
二
十
九
日
、
三
十
日
市
内
中
学

　

校
野
球
大
会
（
有
終
中
学
校
）

同
三
十
日
△
夜
H
H
の
ど
自
慢
予
選

　

漫
才
、
金
の
歌
銀
の
歌
（
富
田
、

　

阪
谷
小
学
校
）

七
月
一
日
△
午
前
九
時
よ
り
カ
ー

　

ユ
バ
ル
ヽ
大
名
行
列
（
市
内
巡
回
）

　

△
夜
‥
H
の
ど
自
慢
予
選
、
漫
才
、

　

金
の
歌
銀
の
歌
（
有
終
中
学
校
、

　

下
打
波
小
学
校
）

同
二
日
△
尽
H
H
カ
ー
・
一
バ
ル
、
大

　

名
行
列
（
市
内
巡
回
）
△
午
後
七

　

時
＝
県
下
バ
ス
ガ
イ
ド
観
光
案
内

　

（
有
終
酉
小
学
校
）
お
ど
り
大
会

　

民
よ
う
大
会
（
六
聞
通
り
）

同
三
日
△
其
＝
自
転
車
競
走
●
出

　

張
所
め
ぐ
り
．
△
夜
＝
の
ど
目
慢

　

決
6
、
金
の
歌
銀
の
歌
大
会
（
有

　

終
西
小
学
校
）

ゴミ集めをスピード化

大型自動車の購入で

美
し
い
ま
ち
を

つ
く
る
た
め
に

こ
の
ほ
ど
大
型

自
動
車
（
八
十

万
円
）
を
一
台

買
入
れ
で
l
集

め
の
ス
ピ
ー
ド

化
を
図
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た

こ
れ
は
街
の
環

境
衛
生
を
よ
り

よ
く
し
て
ヵ
や

I
エ
の
発
生
源

を
な
く
す
る
と

と
も
に
、
み
ん
な
を
伝
染
病
か
ら
守

る
た
め
で
す
。

こ
の
車
は
市
街
地
を
五
地
区
に
分
け

て
毎
朝
七
時
半
か
ら
午
後
六
時
ま
で

街
々
の
ゴ
ミ
集
め
・
に
で
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
所
へ
は
っ
ぎ
の
日
割
で
回

り
ま
す
か
ら
今
後
ぜ
っ
た
い
に
川
ヘ

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
、
ゴ
ミ
箱
を
決

め
て
一
定
の
場
所
に
お
い
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
自
動
車
が
回
り
ま
す
と
「

フ
リ
ジ
ン
」
を
振
り
鳴
ら
し
室
す
か

ら
集
め
や
す
い
表
通
り
の
軒
下
ま
で

ご
ミ
箱
を
だ
し
で
置
い
て
く
だ
さ
い

　

川
ゴ
ミ
は
手
引
車
で
集
め
る
こ
と

　

に
決
め
て
い
ま
で
。
区
域
は
三
番

　

よ
り
酉
。
四
番
よ
り
東
、
横
町
線

　

よ
り
則
と
に
分
け
て
三
日
目
ご
と

　

に
回
る
こ
と
に
1
て
い
ま
す
が
、

　

保
健
課
で
は
と
く
に
皆
さ
ん
の
協

　

力
を
お
願
い
し
て
こ
の
作
業
の
能

　

率
が
あ
が
る
よ
う
に
望
ん
で
い
ま

　

す
。

ゴ
ミ
取
り
の
日
割
を
次

の
と
お
り
決
め
ま
し
た

△
月
曜
日
清
水
上
、
清
水
下
、
亀

　

山
下
、
水
落
一
、
水
落
二
、
一
番

　

上
、
一
番
下
、
二
番
上
、
二
番
下

△
火
曜
日
三
番
上
、
三
番
下
、
四

　

番
上
、
四
番
下
、
五
番
上
、
五
番

　

下
、
新
田
、
下
中
野
一
部

△
水
曜
日
六
間
、
七
間
、
八
間
、

　

石
ド
ー
ロ
、
オ
ガ
町

△
木
曜
日
神
明
上
、
神
明
中
、
神

　

明
下
、
横
下
、
春
日
一
、
春
日
三

　

春
日
四
、
春
日
五

△
金
曜
日
1
日
野
、
篠
座
中
、
春

　

日
二
、
旭
、
昭
和
、
横
上
、
篠
座

　

下
△
土
曜
日
寺
上
、
寺
下
、
荒
井
町

一
、
荒
井
町
二
、
曙
、
大
和
、
末

広

（きようも皆さんの衛生に一役）

771nl－

〔
作
物
〕
△
な
わ

1
ろ
跡
の
田
植
な

わ
し
ろ
跡
田
は
土
が

酸
屎
不
足
に
な
り
や

す
く
加
里
、
リ
ン
酸

が
欠
乏
L
が
ち
で
す

か
ら
。
し
ろ
か
き
は
な
る
べ
く
簡
単

に
し
ま
し
よ
う
。
施
肥
は
反
当
り
完

熟
タ
イ
肥
三
〇
〇
貫
塩
化
カ
リ
三
貫

ヨ
ウ
成
リ
ン
肥
六
貫
て
い
ど
を
基
肥

と
し
て
施
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

ヶ
イ
駿
石
灰
は
反
当
四
○
貫
を
追
肥

と
し
て
分
ヶ
ツ
終
期
（
1
通
七
月
中

旬
頃
）
に
施
す
よ
う
に
し
ま
1
よ
う

△
裏
作
跡
田
の
田
植
こ
と
1
は
裏

作
の
生
育
が
遅
れ
た
の
で
、
跡
田
の

品
植
は
当
然
中
晩
稲
で
1
通
植
よ
り

一
～
二
割
密
植
に
し
ま
し
ょ
う
。

△
田
植
後
の
管
理
第
一
回
の
中
耕

は
で
き
る
だ
け
早
く
行
い
、
止
酉
は

幼
穂
形
成
期
ま
で
に
終
る
よ
う
に
し

中
耕
ご
と
に
追
肥
を
や
る
習
慣
は
改

め
て
、
常
に
施
用
総
量
を
計
算
に
入

れ
天
候
、
生
育
状
況
に
応
じ
た
施
肥

を
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

〔
病
虫
害
〕
△
二
化
メ
イ
虫
一

化
期
の
発
が
量
、
最
盛
期
に
つ
い
て

は
農
協
あ
る
い
は
1
及
事
務
所
の
指

示
に
よ
り
、
防
除
法
は
共
同
防
除
の

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

「員紅の高原」に時

ならぬカメラ展？
男性的な高原六呂師はいまツッジの満

開で、高原一帯を真紅に染め所々に紫

色に咲いたフジの花と和して新緑の若

葉とともに訪れる人々を自然美の宴げ

に誘ってくれます。

五月二十六日、フジフイルム専属のモ

デル三名を取りまいて広々とした高原

の一角、丸山山原で撮影大会が催され

ましたが、この日県内各地からカメラ

●テングがどっとおしよせ、日ごろき

たえた腕によりをかけてシヤッターを

UJる姿がみられ、時ならぬカメラ●ラ

ッシュを演じました。

　

（高原にモデルを取りまくカメラ・テ

　

ングの群れ）

あ
め
は
一
般
に
少
い

　
　
　

か
な
り
低
温
の
日
も
あ
る

S
M
圓
昌
司
n
M
齢
ふ

6月

〔
概
況
〕
五
月
は
移
動
性
高
気
圧

が
南
に
か
た
よ
っ
て
オ
水
I
ツ
ク
海

の
高
気
圧
は
数
が
少
く
停
滞
し
な
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
今
月
屯

続
き
、
つ
ゆ
型
の
気
圧
配
置
は
長
続

き
し
な
い
た
め
、
つ
ゆ
は
断
続
型
で

と
き
ど
き
中
休
が
あ
り
ま
す
。
平
均

気
温
は
不
確
実
な
が
ら
概
し
て
や
や

低
く
し
か
も
著
し
い
低
温
が
あ
ら
わ

れ
る
う
れ
い
が
大
き
い
。
し
か
し
総

雨
量
は
一
般
に
少
な
め
で
す
。

　

〔
天
気
〕
◇
上
旬
満
州
方
面
の

高
気
圧
が
南
東
に
張
り
だ
し
て
本
邦

を
お
お
い
、
南
海
上
の
前
線
は
一
時

的
に
発
達
し
ま
す
が
あ
ま
り
強
く
発

達
し
ま
せ
ん
。
天
気
は
各
地
と
も
不

安
定
で
と
き
ど
き
雨
が
降
り
ま
す
。

回
復
は
早
い
が
こ
の
旬
末
頃
か
ら
つ

ゆ
ら
し
い
雨
が
降
り
ま
す
。

◇
中
旬
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
日
本
海

に
高
気
圧
が
あ
ら
わ
れ
梅
雨
前
線
が

本
邦
南
海
上
に
停
滞
す
る
た
め
曇
天

や
雨
天
が
多
い
。
た
だ
1
北
方
の
高

気
圧
が
溺
に
下
り
悪
天
は
長
続
き
せ

ず
、
と
き
ど
き
晴
れ
る
も
よ
う
で
す

◇
下
旬
高
気
圧
は
満
州
方
面
か
ら

北
日
本
に
移
動
し
、
南
海
上
の
梅
雨

前
線
は
と
き
ど
き
南
下
し
た
り
衰
弱

し
た
り
1
ま
す
。
天
気
は
不
安
定
で

と
き
ど
き
雨
が
降
り
ま
す
が
こ
の
半

面
、
北
方
の
高
気
圧
の
範
囲
内
に
入

り
天
気
は
良
く
な
る
日
が
あ
り
ま
す

〔
平
均
気
温
〕
◇
上
旬
平
年
並

　

か
や
や
低
く
旬
宋
は
各
地
と
も
低

　

い
よ
う
で
す
。
◇
中
旬
一
般

　

に
低
い
日
が
多
く
一
時
か
な
り
冷

　

え
こ
み
が
あ
り
ま
す
。
◇
下
旬

　

日
中
は
と
き
ど
き
低
め
に
な
り
ま

　

す
。
平
均
で
は
並
か
や
や
低
い
で

　

し
よ
う
。

〔
降
水
量
〕
◇
上
旬
や
や
少
い

　

が
旬
末
か
ら
中
旬
始
め
に
か
な
り

　

の
量
一
笛
見
ま
す
。
◇
中
旬
北

　

陸
地
方
は
少
い
も
よ
う
。

　

◇
下
旬
少
い
で
し
ょ
う
。



廼毬n

⑧

こ
と
し
の
保
険
税
は

ど
の
位
に
な
る
か

F
子
こ

と
1
の
保

　

険
税
は
高
く
な
り
ま
す
か
。

　

（
答
）
保
険
税
は
次
の
理
由
で
多
少

増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

他
の
税
金
と
違
っ
て
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
療
養
費
の
給
付
と
な
っ
て

直
接
皆
さ
ん
に
国
や
市
の
補
助
を
つ

け
て
還
元
さ
れ
る
性
質
の
も
の
で
す

か
ら
御
理
解
の
上
完
納
に
御
協
力
下

さ
い
。

①
こ
と
し
は
国
保
で
う
け
ら
れ
ろ

　

給
付
内
容
を
す
べ
て
社
会
保
険
と

　

同
じ
程
度
も
し
く
は
そ
れ
以
上
に

　

引
上
げ
そ
の
内
容
を
よ
く
し
ま
し

　

た
。
従
っ
て
診
療
内
容
も
よ
く
な

　

り
経
費
が
増
え
ま
す
。

③
国
保
の
趣
旨
が
よ
く
徹
底
さ
れ

　

た
の
で
受
診
率
が
ふ
え
る
一
方
で

　

す
。

　

F
子
一
人
あ
た
り
の
保
険
税
は

　

よ
そ
と
く
ら
べ
て
ど
う
で
す
か
。

　

（
答
）
こ
と
レ
の
県
内
各
市
の
被
保

険
者
一
人
あ
た
り
の
保
険
税
は
次
の

通
り
で
他
市
内
・
ど
こ
よ
り
も
低
い
方

で
す
。

福
井
市
八
一
一
円

鯖
江
市
八
〇
一
円

敦
賀
市
六
三
七
円

武
生
市
六
一
六
円

勝
山
市
五
八
〇
円

大
野
市
五
六
八
円

小
浜
市
五
三
三
円

〔
郷
土
い
ろ
は
か
る
た
〕

　
　

歴
史
は
古
い
繩
紋
文
化

今から数千年丿j、大野鄙でぱ石徹白忖や和

泉村、西谷咄こ住んでいた人別剽守猟を生

業としていました、これら乃人々が使つだ

土器の破片やイ鐙ぴ）ややじりが上中から発

見されて古い歴史を物語ってくれます。上

器は表面に繩口⊃ある黒ずんだ焼き方のも

ので繩絞（、じようもん）式土石と呼ばれます

．
洵
’

り

を
’
．
j
t
r

一
太
陽
熱
利
用
タ
ン
ク
の
保
温太

9
熱

利
川
タ

ン
ク
の

湯
ぐ
長

0
問
冷
や
5
．
な
い
た
め
に
は
、
タ

ン
ク
の
外
削
ぐ
水
肩
で
た
い
、
ス

キ
マ
に
は
オ
ガ
ク
ズ
な
ど
ぐ
つ
め

ろ
と
非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

宏
だ
、
ふ
ど
こ
ビ
ュ
ー
ル
辰
り
よ

り
も
ガ
ー
フ
ス
障
子
の
方
が
吸
熱
、

保
引
力
が
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
。

Λ
一
く
み
と
り
後
の
臭
気
ど
め

　

便
所
の
く
み
と
り
後
、
家
中
に

9
気
が
群
午
r
い
、
い
や
な
思
い

を
し
牢
ず
が
1
茶
や
せ
ん
茶
の
茶

か
す
を
落
す
と
ふ
し
ぎ
に
、
に
お

わ
な
く
な
り
ま
す
。

△
水
に
消
え
な
い
墨
昌
回
書
し

た
交
字
瞳
水
に
流
れ
た
り
消
え
た

り
1
ま
す
が
。
卵
の
白
み
と
水
を

ま
せ
た
も
の
で
す
っ
た
1
を
使
う

と
水
に
お
っ
て
も
消
え
ま
せ
ん
。

△
印
鑑
入
れ
ヶ
I
ス
の
な
い
印

鑑
を
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
な
ど
に
入
れ

て
お
く
と
き
、
ほ
こ
り
が
っ
き
や

す
く
よ
ご
れ
や
す
い
の
で
、
使
い

古
し
の
口
紅
ヶ
I
ス
を
き
れ
い
に

洗
っ
て
入
れ
た
ら
い
か
が
で
’
に
よ

4
八
同
の
行
汽
ｙ

上
旬
△
腸
チ
フ
7
予
防
試
射

　

（
大
野
地
げ
）

四
目
～
十
日
△
口
こ
う
衛
生
週
間

十
日
（
月
）
△
遺
児
靖
国
神
社
参

　

拝
（
九
十
九
名
）

中
旬
△
腸
チ
フ
ス
予
防
注
射

　

（
上
庄
、
乾
側
、
下
庄
、
小
山
地

　

区
）

十
一
日
（
火
）
△
遺
族
靖
岡
神
什
参

　

拝
十
四
目
（
金
）
△
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
会
‐
‐
大
野
公
民
館
で

十
八
日
（
火
）
△
戸
籍
事
務
研
究
会

下
旬
△
腸
チ
フ
ス
予
防
注
射

　

（
富
田
、
阪
谷
、
五
箇
地
区
）

　

△
第
二
十
回
定
例
市
議
会

今
で
い
え
ば
農
地
調
査

三
百
六
十
年
前
の
太
閤
検
地

　

大
化
改
新
い
ら
い
田
畑
の
検
地
は

た
び
た
び
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
企

国
を
統
一
測
定
し
た
の
は
太
閤
検
地

が
最
初
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
目
的
は

全
国
ま
ち
ま
ち
に
な
っ
て
い
た
田
制

を
統
一
1
て
年
グ
米
の
納

入
を
公
平
に
す
る
た
め
・
で

あ
り
ま
し
た
。

　

従
来
の
六
尺
五
寸
四
方

の
一
坪
を
六
尺
三
寸
四
方

で
一
坪
に
、
ま
た
三
百
六

十
坪
一
反
を
、
三
百
坪
一

反
に
改
め
、
田
畑
の
肥
よ

く
状
態
に
よ
っ
て
上
田
、
中
田
、
下

田
、
下
下
田
の
四
等
級
に
分
け
、
一

反
歩
の
小
作
料
を
上
田
を
一
石
五
斗

中
田
を
一
石
三
斗
、
下
田
を
一
石
一

斗
、
下
下
田
を
九
斗
と
決
め
ま
し
た

　

大
野
地
方
の
検
地
は
慶
長
三
年
（

1
か
ら
三
百
六
十
年
前
）
で
大
野
、

上
庄
、
下
庄
、
小
山
、
乾
側
方
㈲
で

は
御
牧
勘
兵
衛
尉
が
検
地
奉
行
と
な

り
富
甲
万
面
は
上
野
部
落
の
松
田
太

郎
左
衛
門
が
宿
所
で
あ
り
ま
1
た
。

　

松
ぶ
家
の
古
聖
吋
に

「
慶
長
三
年
七
月
二
十
日
よ
り
晦
日

　

（
み
そ
か
）
迄
、
秀
吉
公
御
硯
地
御

　

宿
仕
候
に
付
、
居
‥
町
駿
廻
り
高
式

　

斗
壱
升
御
付
下
さ
れ
、
御
完
改
に

　

よ
り
高
削
式
百
三
拾
式
石
八
斗
べ

　

合
の
完
配
云
々
」

と
あ
り
ま
す
。
宿
を
し
た
者
は
m
年

グ
（
貢
）
地
を
与
え
ら
れ
た
よ
う
で

あ
り
ま
す
。

　

阪
谷
、
五
箇
方
面
は
速
水
甲
斐
守

が
検
地
奉
行
で
、
宿
所
は
伏
石
部
落

の
四
郎
左
衛
門
（
お
も
や
）
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
現
在
の
宮
崎
家
で

当
時
食
事
を
だ
し
た
膳
1
な
ど
が
宝

物
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

検
地
の
田
畑
に
ぼ
品
等
、
石
高
、

所
有
者
名
を
記
1
た
帖
同
七
作
り
西

村
ご
と
に
永
久
に
保
存
し
、
こ
れ
を

御
図
帖
（
み
ず
ち
よ
こ
と
称
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
残
っ
て
い
る
の

は
深
井
、
堂
本
、
小
皿
一
見
、
松
丸
な

ど
わ
ず
か
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
幾

度
か
検
地
か
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の

基
礎
は
大
閤
検
地
御
図
帖
で
あ
り
ま

し
た
。
後
に
な
る
と
御
図
帖
が
同
音

の
水
帖
と
変
っ
て
き
ま
し
た
。

　

な
お
こ
の
ま
検
地
に
は
仕
寺
境
内
地

の
免
許
、
各
村
々
の
境
界
な
ど
も
定

め
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
恵
光
寺
文

書
、
不
動
堂
文
書
な
ど
に
そ
れ
が
見

え
て
い
ま
す
。

　

不
動
堂
村
四
方
が
ら
み
（
不
動
堂

　

文
書
）

　

一
、
東
は
帽
ま
ぞ
5
石
大
岩
原
境

　

一
、
酉
は
八
や
う
と
岩
尾
境

　

一
、
円
は
か
ら
谷
川
境

　

一
、
北
は
尾
境

　

右
之
傍
示
之
内
如
先
々
不
動
堂
村

　

進
退
可
仕
賜
者
也
掲
如
件

　
　

慶
長
三
年
七
月
二
十
三
日

　
　
　

速
水
甲
斐
内

　
　
　
　
　

野
村
平
右
衛
門
印

　
　
　
　
　

奥
田
九
郎
左
衛
門
印

　

不
動
堂
総
中

検地のおり使つたおぜんとハシ

声

統
一
し
た
市
祭
を

望
む

清
滝
、
山
王
の
二
大

祭
の
ほ
か
各
区
ご
と

に
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
区

4
ま
ち
ま
ち
の
お
祭
を
こ
の
さ
い
市

一
本
に
統
一
し
て
大
野
市
を
広
く
県

外
ま
で
も
宣
伝
す
る
た
め
に
も
亀
山

公
園
を
飾
り
、
や
な
ぎ
神
社
の
土
井

藩
遺
物
の
展
示
や
、
織
物
、
木
工
製

品
な
ど
の
特
所
品
の
展
示
な
ど
、
こ

れ
と
同
時
に
各
地
区
に
古
く
か
ら
伝

わ
る
演
芸
な
ど
を
と
り
入
れ
て
真
の

合
併
し
た
意
味
あ
い
の
あ
る
市
一
本

化
し
た
お
祭
が
行
わ
れ
る
こ
と
夕
・
望

み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
A
町
T
生
）
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